箱根町景観チェックシート

１　全般
	項目
	基　　　　　　　　　　準
	遵守・配慮した内容

	基本的事項
	①
	山なみ、湖、河川等がつくる優れた自然景観との調和を図る。
	

	
	②
	歴史ある温泉場、宿場町、保養地等、地域の特徴的な街なみ景観との調和を図る。
	

	
	③
	眺める対象と眺める場所（視点場）との関係に留意し、良好な眺望の確保及び創出を図る。
	

	
	④
	自然公園法（昭和32年法律第161号）を遵守し、地域の自然環境に応じた保護及び利用を図る。
	


２　建築物

	項目
	基　　　　　　　　　　　準
	遵守・配慮した内容

	配置
	①
	道路、隣地からの距離を確保し、圧迫感、威圧感を与えないよう建築物の配置に配慮する。
	

	
	②
	敷地に接する主となる道路側は、道路と壁面までの間に有効空間を確保するため、後退距離を設けることとし、その距離を5ｍ以上とする。（敷地面積が1,000㎡未満は除く。）
	

	
	③
	街なみの連続性に配慮し、周辺の建築物等と調和するよう配置に配慮する。
	

	屋根
	①
	街なみに配慮し、周囲と調和するような形態、素材、色彩とする。
	

	
	②
	色彩は、暗褐色系、灰黒色系、赤錆色系又は暗緑色系とし、銅板葺の場合は、素材色とする。
	

	
	③
	山なみと調和するよう、屋根形状については可能な限り勾配屋根とする。
	

	
	④
	表面仕上げは、輝度の高いものを避け、素材を生かしたものとする。
	

	外壁
	①
	街なみに配慮し、周囲と調和するような形態、素材、色彩とする。
	

	
	②
	色彩は、褐色系、ベージュ色系、クリーム色系又は灰色系とする。
	

	
	③
	ガラス面等の反射する素材を多用しない。
	

	緑　地
	①
	緑地率を都市計画用途が住居系の場合は、20％以上、商業系の場合は、10％以上とする。
	

	
	②
	道路に面する部分は、生け垣又は植栽帯の設置に努めるものとする。
	

	
	③
	自然環境との調和や良好な景観形成を図るため、既存植生の保存に努めるとともに、周辺の景観や自然植生に配慮した緑化を進める。
	

	その他
	①
	駐車場は、建築物内に設置するか、周囲を樹木で覆う等、建物景観に配慮する。
	

	
	②
	自動販売機、ごみ置場等は、街なみと調和するよう色彩、位置に配慮する。
	

	
	③
	屋外に設置する空調室外機、受水槽等の設備機器等は、建築物壁面との調和や建物本体との統一感に配慮し、そのデザイン、位置に配慮するとともに目立たないよう工夫する。
	

	
	④
	建築物の解体後等の跡地は、周辺の景観と調和させるよう努める。
	


３　工作物
	項目
	基　　　　　　　　　　　準
	遵守・配慮した内容

	配置
	①
	道路、隣地からの距離を確保し、圧迫感、威圧感を与えないよう工作物の配置に配慮する。
	

	
	②
	周辺の建築物等と調和するよう配置に配慮する。
	

	形態・素材・色彩
	①
	街なみに配慮し、周囲と調和するような形態、素材、色彩とする。
	

	
	②
	建築物と一体的に築造する場合は、建築物本体とのデザインに配慮する。
	

	
	③
	擁壁等は、可能な限り自然石積、丸太積、擬岩ブロック積等自然物の材質、色調、構造等を模した工法とする。
	

	
	④
	門柱、標識、照明燈は、周辺の雰囲気を乱さないよう、落ち着いた形態、素材、色彩とする。
	

	
	⑤
	外柵は、原則として生垣、築地（ﾂｲｼﾞ）等とし、ネットフェンス等による場合は、可能な限り植栽を行う。
	

	緑　地
	①
	道路に面する部分は、生け垣又は植栽帯の設置に努めるものとする。
	

	
	②
	自然環境との調和や良好な景観形成を図るため、既存植生の保存に努めるとともに、周辺の景観や自然植生に配慮した緑化を進めるものとする。
	

	その他
	①
	工作物の解体後等の跡地は、周辺の景観と調和させるよう努める。
	


４　その他事項（景観重点地区に係る方策案から）
	項目
	対　　　　　　　　　　象
	遵守・配慮した内容

	その他
	①
	屋外広告物に関すること。
	

	
	②
	ユニバーサルデザインに関すること。
	

	
	③
	その他
	


５　計画概要

	行為の場所
	箱根町

	都市計画用途等
	[都市計画用途]　□　　　　　　　　　地域　　□　用途地域外

	
	[特別用途地区]　□　　　　　　　　　地区　　□　指定なし

	
	[防火地域等]　□　　　　　　　地域　□　指定なし　□22条区域

	
	[自然公園法]　□第　　種特別地域　　区域　□普通地域　□区域外
その他の地域地区

	行為の期間
	着手予定　　　年　　月　　日　　　完了予定　　　年　　月　　日

	行為の種類
	建築物
	□新築　□増築　□改築　□移転
□外観の変更（修繕・模様替）　□色彩の変更

	
	工作物
	□新設　□増築　□改築　□移転
□外観の変更（修繕・模様替）　□色彩の変更

	建築物の概要
	用途
	

	
	高さ
	　　　　　ｍ（最低地盤面から）、　　　　ｍ（平均地盤面から）

	
	階数
	地上　　　　階　　　　地下　　　階

	
	構造
	　　　　　　造　　一部　　　　　造

	
	敷地面積
	　　　　　㎡

	
	壁面後退
	距離：　　　　　　　ｍ（敷地面積が1,000㎡以上の場合）

	
	緑地率
	　　　　　　　　　％

	
	屋根勾配
	　　　　　　　　　％

	
	
	届出部分
	届出以外の部分
	合計

	
	建築面積
	　　㎡
	㎡
	　　　　㎡

	
	延べ面積
	　　㎡
	㎡
	　　　　㎡

	
	見付面積
	屋根
	㎡(　　％)
	㎡
	　　　　㎡

	
	
	外壁
	㎡(　　％)
	㎡
	　　　　㎡

	
	仕上材
	屋根
	色彩
	屋根※

	
	
	外壁
	
	外壁※

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	工作物の概要
	種類
	

	
	高さ
	　　　　　ｍ（地上からの高さ）

	
	長さ
	　　　　　ｍ（門、塀、柵、垣等の場合）

	
	構造
	　　　　　　造　　　一部　　　　　　　造

	
	建造面積
	届出部分　　　㎡　届出以外の部分　　　㎡　合計　　　㎡

	
	敷地面積
	　　　　　　㎡

	
	仕上材
	
	色　彩
	

	
	
	届出部分
	届出以外の部分
	合計

	
	見付面積
	　　㎡(　　％)
	㎡
	　　　　㎡































































































































































































































































































PAGE  

